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近年，深刻化する環境・エネルギー問題を解決する一つの手段として熱電変換への関心が高ま

っている。熱電変換材料の性能はゼーベック係数 S，電気抵抗率 ρ，熱伝導率 κによって決定され

る。熱伝導率 κは定常法によって直接測定されるだけでなく，熱拡散率，比熱，密度の積から算

出されることも多い。熱拡散率を測定する方法としてレーザーフラッシュ法が広く普及しており，

厚み数mm程度の試料に対して室温から 1000 ℃以上の広い温度領域を非接触で測定できる。しか

し単結晶などの比較的小さな試料では形状の問題から測定するのが困難である。そこで我々は周

期加熱法[1][2]を改良することで厚み 10 μm程度(熱流に垂直方向)の単結晶試料を簡易に測定でき

る装置の開発を行った。従来の方法では熱源にレーザー光，試料の温度測定に熱電対をそれぞれ

使用するが，今回我々はこれらの代わりにセラミックヒーター，赤外放射温度計を使用すること

で測定をより簡易に行えるようにした。下図に測定の概要を示す。本講演ではこの装置の概要と実

際に測定した試料の実験結果を報告する。
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